—— じゃァ ひとつ、 すっかり 初めつ から 申し上げ ま 

とし 

しょう …… いや 全く、 私 もこの 歳になる まで、 ずい ぶ 

ん 変わった 世間 も 見て きました が、 こんな 恐ろしい 目 

に 出会った の は 天に も 地に も、 これが 生まれて 初めて 

なんでして …… 

—— ところで、 むごい 目に お会いに なった 旦那 様の 

お 名前 は、 御存知で したね …… そうそう 新聞に 書いて 

ひらたし ようじろう 

ありまし たな。 平 田 章次郎 様と おっしゃって、 当年 

とって 四十 六 歳。 いや 新聞 も、 話の 内容 はまる で 間 

違った こと を 書い てても、 あれ だけ は 確かで したよ。 

まじめ 

N 専門学校の 校長 様で、 真面目す ぎる のが、 かえって 



えがあった からでして、 なんでも、 旦那 様 は どちら か 

やか ま 

というと、 口喧しい お 方でした が、 奥様 は、 いかにも 

しと 

大家の 娘ら しく、 寛大で、 淑やかで、 そのために 御 夫 

婦の 間で 口争い なぞ これつ ぼち も、 なさった ことが ご 

ざいませんでした。 

…… 申し 忘れ ましたが、 奥様 は、 旦那 様と 違って 

きっすい 

生粋の 江戸 ツ子で、 御 実家 は 人形 町の 呉服屋 さんで、 

かなり 盛んにお 店 を 張つ てい らっしゃ います …… で、 

まあ、 そんな わけで、 御 夫婦の 間に お子様 こそ ござい 

ませんで したが 御 家庭 は、 まずまず 穏やかに 参って い 

たわけで ございま すが、 と f J ろが、 それが y J の 頃に な つ 



ままでの お 話 は、 ほんの 前置きで ございまして、 話 は 

これから、 いよいよ 本筋に 入リ、 とうとう 皆様 も御存 

知の ような、 恐ろしい 出来事が 持ち上がって しまった 

ので ございます。 

I ところで、 いちばん 初め、 旦那 様の 素振りに 変 

なと ころの 見え だし ましたの は 奥様の 御 葬儀が おすみ 

になり ましてから、 三日 目の ことで ございました。 い 

まも 申し上げました ように、 旦那 様 は 偏屈 をお つ 

しゃって、 御 葬儀に も 御 出席に なりませんで したが、 

旦那 様 は それでい いとしましても お世話にな りました 

私共が それで はすみ ません。 それで、 なんとかして、 



ます。 …… いつにな つても お 顔の 色 は 妙に 優れず、 お 

眼が 血走って、 いつも イラ イラな さって いられる の を 

見ます と、 私共 は、 まだ 本当にお 加減 はよ くな つてい 

られな いの だな と、 思われた ほどで ございます。 

そうそう、 こんな こと も ございました。 なんで 

も、 いままで は 夜分なん ぞ、 いつも かなり 遅くまで 御 

書見な さったり、 お書き 物 をな さったり なされました 

御 習慣が、 ふつつ リ お止まりに なりまして、 かな リ早 

やす 

くから 女中に お 床 をお 取らせに なって、 ぉ睡 みになる 

の で) /ざいます。 そして 戸締り なぞに つきましても、 

いままでより 一層 神経質に なり、 蕺 しくお つし やる の 



でございます。 —— 気のせい か、 そうして 日毎に 御容 

子のお 変わりに な つ て 行く 旦那 様のお 側に おりながら、 

私共 は、 ただ わけ も わからず、 ォ ドォド いたす ばかり 

で ございました。 …… 

ぼたん どうろう 

いや、 ところが、 こうした まるで 『牡丹 燈籠』 

の 新三郎 のよう な 不吉な 御容子 は、 そのまま 四日 ほど 

も 段々 高まり 続 い て、 とうとう 恐ろしい 最期の 夜が 

参った ので ございます。 

—— いや 全く 〔# 「いや 全く」 は 底本で は 「いま 全く 匕、 

今 思い出しても ゾッ とする ような 恐ろしい 出来事で ご 

ざいました。 …… なんでも、 あの 日 女中の 澄さん は、 



リ 抵抗な さった と 見え、 枕 や 座布団 や 火箸 なぞが とこ 

ろか まわず 投げ出されて いるので ございます。 …… 

—— さァ それから という もの は、 いったい 私 は 何 を 

どうした のか、 いまから 考えても、 サッ パリ その 時の 

自分のと つた 処置が 、 思い出せな いので ございま すが 

… … なん でも 私の 気持が 少しず つ 落ち着 い て 参り まし 

た 頃に は、 もう 大勢の 警官 達が 駆けつけて、 調査が ど 

しどし 進められ、 世に も 奇怪な 事実が、 みつけられて 

いたので 〔# 「いたので」 は 底本で は 「いたの 匕 ございま 

—— なんでも、 警察の 方のお 調べに よると、 旦那 様 



の 周囲の 深い 木立が、 おりからの 夜風に サヮサ ヮと揺 

れる のさえ、 ハツ キリと 手に とる ように 見え はじめた 

ので ございます。 —— いや 全く この 時の ものすごい 景 

色 は、 案内 人で 先へ 立た されて いた 私の 頭ン 中へ、 一 

生 忘れる ことので きないよ うな、 なんて 申します か、 

印象？ とかいう もの を、 焼きつ けられ たんで ござい 

ま ^9 

—— ところが、 それから 間もなく、 奥様のお 墓の 近 

くまで やって 参りました 私 は、 不意に ギヨ ッ となって 

立ち止ま つたので ございます。 —— 見れば、 まだ 石塔 

の 立って いないた めに、 心持ち 窪んで 見える 奥様のお 



お見せに なりました。 続いて かけつけた 私達 は、 ひと 

めお 墓の 前 を視き 込む と、 その 場の 異様な 有様に 打た 

ぼう ぜ ん 

れて、 思わず 呆然と 立ち竦んだ の で.》 J ざいます。 

—— 黒々 と 湿った 土の 上に、 斜めに 突き さされた 真 

新しい 奥様の 卒塔婆 の 前に は、 この 寒空に 派手な 浴衣 

地の 寝 衣 を 着て、 長い 髪の毛 を 頭の 上で チョコ ンと結 

すもう 力 

んだ、 一 人の 異様な 角力 取りが、 我れ と 己れ の 舌を嚙 

み 切って、 仰向き ざまに ぶつ 倒れて いたので ございま 

「手遅れで したよ」 

お 医者 様 はそう いいながら、 無造作な 手つきで 死人 
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